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50 ・m，フィルム間距離を 10 ・m，回転速度を 1000 rpm 以上に設定し，試薬量に合わせて
フィルム枚数を増加させることで高感度・迅速化の両立が達成されることを示した． 
6 章では，本論文の総括を行い，本研究における学術的・工業的価値，今後の展望を示した． 
 
 
